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（６）排水路沿いの林地帯等の適正管理（畑） 
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水質保全に向けて、畑からの濁水等の流出抑制を図るために排水路沿いに設置

した林地帯等について、下草刈り等による適正な維持管理を行うこと。又は、新
たに林地帯等の設置を行い、適正な維持管理を行うこと。 

活動のねらい】 

畑地に植生がない状況では、降雨や融雪により畑の土が流出して水が濁る等、下流の水質等に

影響をもたらすおそれがあります。 
このため、畑からの濁水等の流出抑制を図るために排水路沿いに設置した林地帯を適正に維持

理し、水質の保全を図ることが大切です。 

活動の内容】 

畑からの濁水等の流出を抑制するために設置した林地帯は、根茎が深く広く発達し、林地の地

にも適度に陽光が届き、木々の下層に草本が生えているような状態に維持管理を行うことが大

です。 
また、病害虫や雪害等にも強い健全性を保つ必要があります。このため、枝払いや、補植、下

刈り等の管理を必要に応じて行います。 

①枝払い 

枝払いは、林地を健全に維持するために行う作業です。樹木の生長が休止している晩秋か

ら早春まで（厳冬期を除く）に行います。枝先が密生した樹木を春季に枝払いすると、日照

条件が良好になります。また、林内の風通しが良くなるため、病害虫の発生も少なくなりま

す。 

枝払いは、樹木が光合成を行う葉を除去し、生長を抑制することになるので、活動の旺盛

な枝を残し、光合成に余り関与していない枝を払うようにします。また、林地帯の保護のた

めに、林縁の木は枝払いを行わない等の配慮も大切です。 
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等がありますが、鉈や斧による枝払いは技術を要するの

で、経験が少ない者は枝打鋸の使用が適当です。 

②補植 

補植は、枯死木や生長不良木の多い箇所で、補充的に苗木を植栽する作業です。植栽時期

は樹種や気候条件等によって異なりますが、一般的に苗木の活着やその後の生長に適してい

る春季がよく、苗木の休眠中に植栽し、植栽後に地温の上昇により新しい根が出てくるのが

理想的です。 

植栽に際しては、根や葉、幹がバランスよく生長している優良な苗木を選ぶことが大切で

す。 

樹種や土地の条件によっても植栽方法は異なりますので、専門家に相談します。 
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③下草刈り 

作業を効率的に行ったり、病害虫の発生を低減するためには、必要に応じて下草刈りを行

うことも大切です。 

 
【配慮事項】 
・草刈り機を用いて下草刈りを行う場合、機械の操作に十分注意します（（６）きめ細やかな雑

草対策 参照）。 

・濁水が環境に及ぼす影響の理解や濁水抑制技術に関する研修会を実施する等の啓発活動に努

めます。 
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